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屡特集2総事例報告会(洲回研修会）
｢DynaMed」と「MEDLlNEwithFullText」および

電子ジャーナル導入とｌＬＬ件数の変化

Ｉ．はじめに

当院での「DynaMed＋MEDLINEwithFull

Text」のセットと電子ジャーナルの導入のきっ

かけ、導入に伴い行ったことの報告と、それに

よりＩＬＬ件数にどのような変化があったかを調

べた結果をまとめた。

Ⅱ、導入のきっかけ

1．「DynaMed＋MEDLINEwithFuIlText」導入

のきっかけ

「DynaMed」導入のきっかけは「UpToDate」

の価格高騰により購入が不可能となってしまっ

たためだ。購入不可能の通達を管理側より受け

た際「『UpToDate」以外のＥＢＭシールを導入

したいので何かないか」と言われ、「DynaMed

＋MEDLINEwithFullText」のコンソーシアム

価格の資料が手元にあったため、提案した。

その他に、当院では「UpToDate」のＤＶＤ版

を利用していたが、利用者より「利用しづらい」

という声が多かったこともあげられる。

2．電子ジャーナル導入のきっかけ

電子ジャーナル導入のきっかけは「online

firstの論文が閲覧できない、何とかならないの

か」「電子ジャーナルにしてほしい」などの声が

あったことだ。近年onlineのみの雑誌も増加し

ており、例年通りの冊子体のみの購読では対応

しきれなくなっていた。そのため、電子ジャー

ナルへの移行を考えていた時に管理部門より経

しいのきあつみ：京都桂病院図瞥室
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椎木淳美

費削減の通達があった。経費削減は購読誌を減

らすことでしか達成することはできないが、今

回は数誌の購読を中止し、洋雑誌のほとんどを

電子ジャーナルに移行することで削減可能だっ

た。このことが洋雑誌の電子ジャーナル導入へ

の後押しとなったのは幸いであった。

Ⅲ、導入までに行ったこと

１．「DynaMed＋MEDLlNEwithFullText」導入

までに行ったこと

「DynaMed＋MEDLINEwithFullText」正式

導入までにまずトライアルを実施した。周知は

｢図書室のお知らせ」に掲載という方法で行った。

また図書室をよく利用される方向けに、図書

室入口の掲示板にトライアル中である旨のポス

ターを掲示した。

「UpToDate」はすでに利用不可になっていた

ため、「UpToDate」が使えない、という問い合

わせの際にも「UpToDate」は利用できない旨

と、「DynaMed＋MEDLINEwithFullText」の

トライアルの件を伝えた。

2．電子ジャーナル導入までに行ったこと

当院では、毎年年間購読誌アンケートを実施

している◎そこで、今回は文面に電子ジャーナ

ルへ移行する可能性があることを記載し、アン

ケートを実施した。実施終了後、アンケート結

果をまとめ、年間購読雑誌の購読形態を各部科

長にリストで配布し、確認を行った。この時点

で「やはり冊子体のままで」という回答があり、

確認してよかったと感じた。最終確認終了後発

注をお願いした。
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しかし、発注後に「来年は冊子体が良い」と

言われた科があった。これには「経費削減」や

｢onlinefirst」の文献の増加があり、「冊子体に

戻すのは難しい」と返答した。

Ⅳ、導入後に行ったこと

１．「DynaMed＋MEDLlNEwithFullText」導入

後に行ったこと

まず「DynaMed＋MEDLINEwithFullText」

正式導入の周知をトライアル時とI『1じく「卿書

室のお知らせ」に掲載することで告知した。ま

た、図書室入口の掲示板にもポスターを掲示し

た。

次に「DynaMed＋MEDLINEwithFullText」

の説明会を開催した。開催の周知は「開催のお

知らせ」を各部署と部科長へは配布し、更衣室

やエレベーター横など、職員がよく利用する場

所にはポスターを掲示した。

部科長へのお知らせには各部ごとの参加申込

書を添付し、参加希望者名を記入した''１込書を

図書室へ提出していただいた。

説明会の開始時間は業務終了後の参加しやす

い時間をということで、１７:３０からの１時間程

度とした。会場は図書室の会議スペースを利刑

した。

計３回の説明会を実施したが、急な日程にも

かかわらず、初日と二日目は２０人～３０人、雌

終日は当初予定していた日に参加できず急遮参

加された方もいらっしゃったため、４０人以上と

多数の方が参加され、説明会の講師を務めてく

ださった方もかなり驚かれていた｡

説明会の開催後、実際利用された方が「私は

DynaMedの方が使いやすいわ」「全文見られる

のが増えて便利、他の先生にも言っといたよ」

などの声をかけて〈ださり、開催してよかった

と感じた。

2．電子ジャーナル導入後に行ったこと

毎年配布している年間購読雑誌の一覧を購読

形態別に変更し配布した。当院図書室にはホー

ムページがないため、ＰＤＦファイルでリンク付

のリストを作成し、各医)ｉｊ・各部署のインター

ネッ1､利ﾉIj可能端末に保存した。

その上で図番室の職貝川ホームページが作成

できないか_､い:flに朴|談したが、許可を得られず

断念せざるをえなかった。

Ｖ・導入前後の文献複写申込件数の比較

「DynaMed＋MEDLINEwithFullText」およ

び電子ジャーナル導入前後の図書室への文献複

写I|･I込件数を対応別に調べ、比較した。

導入前の２０１２年度は、ＩＬＬ依頼件数が1,075

件、自館複写が972件、合計2287件だったの

に対し、導入後の２０１３年度は、ＩＬＬ依頼件数が

950件、自館複写が772件、合計1.730件と全体

的に減っていることがわかった（表１，２)。

表１２０１２年度文献複写申込件数（対応別）

件数

IＬＬ依頼 1,075件

自館複写 972件

合計 2,287件

表２２０１３年座文献複螺叩込件数（対･応別）

件数

IＬＬ依頼 950件

自齢i複写 772件

合計 1.730件

グラフにして比べてみると、自館複写とＩＬＬ

依頼件数の比率はほぼ半々だということが見て

取れる（図１，２)。
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図２２０１３年度文献複写申込件数比率（対応別）

自館複写を含めた全体の件数が減少している

のは、「DynaMed＋MEDLINEwithFullText」

および砥.r･ジャーナルが利用されている結果だ

と感じている。

Ⅵ、導入前後のIＬＬ依頼件数の比較

「DynaMed＋MEDLINEwithFullText」およ

び通子ジャーナル導入前後のIＬＬ依頼件数を機

関別に調べ、比較した。

導入前の2012年度の依頼先は、近畿病院図書

室協議会（以下近病図協）加入機関が455件、

大学図書館が４６２件、文献手配業者が１４２件、

その他が１６件だったが、導入後の２０１３年度は、

近病図協加入機関が384件、大学図書館が455

件、文献手配業者が１０３件、その･他が８件とい

う結果になった（表３，４)。

表３２０１２年度文献複淳依頼件数（機関別）

件数

近病凶協 455件

大学図;１１:館 462件

文献手配業蕃 142

その他 １６件

表４２０１３年度文献複写依頼件数（機関別）

件数

近病図協 384件

大学図番館 455件

文献手配業者 １０３件

その他 ８件
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「DynaMed＋MEDLINEwithFullText」およ

び電子ジャーナルを導入した結果なのかは不明

だが、２０１３年度は文献手配業者に依頼している

件数が大幅に減少している。しかし、大学図書

館へ依頼している比率には大きな変化は見られ

なかった。

こちらもグラフにして比較した結果、全体の

件数こそ減少しているが、比率としてみるとほ

とんど変化が見られないということがわかった

(図３，４)。

その他

文

h

図３２０１２年度文献複が依頼件数比率（機関別）

その他

似'４２０１３年艇文献腹'ﾉj:依頼件数比率（機関別）

Ⅶ、結果

「DynaMed＋MEDLINEwithFullText」およ

び電子ジャーナルを導入したことによって、文

献複写の申込件数は全体的に減少し、他機関へ
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のIＬＬ依頼件数も減少しているということがわ

かった。

しかし、件数自体は減っていても、図書室へ

の文献複写の申し込みが無くなることはなく、

その依頼先を比率でみるとほとんど変化がない

ということ、そして依頼先のほぼ半数が大学図

書館だという現状にも変化がないということが

わかった。

Ⅷ終わりに

当院での電子ジャーナル導入は2014年にほぼ

終了し、一部希望の雑誌以外はすべて電子

ジャーナルに移行された。依然図書室のホーム

ページがないため、ＰＤＦファイルのリストを配

布している。しかし、これからも機会があれば

ホームページを作成できないか、上司に相談し

ようと考えている。

件数を調べた結果、電子ジャーナルの導入に

よって図書室への文献複写申込件数は全体とし

ては減少傾向にあるが、依頼先の半数が大学図

書館となっている現状に変化はないということ

が明らかになった。これに関しては、これから

もおそらく変わることはないと考えられる。こ

のことから、ＩＬＬ依頼先の機関に感謝し、マ

ナーに気を付け、よりよいIＬＬが行えるよう心

掛けていきたいと改めて感じた。
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